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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気の流れを生成するためのファン組立体であって、前記ファン組立体は、
　空気入口及び空気出口を有し、且つ、インペラと、前記空気入口から前記空気出口を通
過する空気流を生成するためにインペラを回転させるモータと、を収容するベースと、
　前記ベースから前記空気流を受け入れるための内部通路及び前記空気流を放出するため
の口部を含む、垂直に配向された細長い環状ノズルと、を備え、
　前記ノズルは、前記口部から放出される空気流によって前記ファン組立体の外部からの
空気が引き込まれる開口を形成し、前記内部通路は、前記開口部を囲むとともに、各々が
前記開口部の細長側面に各々隣接する２つの実質的に垂直に延びるセクションと、前記垂
直に延びるセクションの上端を接合する上側湾曲部と、前記垂直に延びるセクションの下
端を接合する下側湾曲部と、前記内部通路の前記上側及び下側湾曲部からの空気の放出を
阻止するシール部材と、を有する、
　ファン組立体。
【請求項２】
　前記内部通路が、前記空気流を２つの気流に分割して、各気流を前記開口のそれぞれの
側面に沿って配向するように成形される、請求項１に記載のファン組立体。
【請求項３】
　前記ノズルが、前記内部通路及び前記口部を共に形成する環状内側ケーシングセクショ
ン及び環状外側ケーシングセクションを含む、請求項１又は請求項２に記載のファン組立
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体。
【請求項４】
　前記口部が、前記ノズルの内側ケーシングセクションの外面と前記ノズルの外側ケーシ
ングセクションの内面との間に配置される出口を含む、請求項３に記載のファン組立体。
【請求項５】
　前記出口がスロットの形態である、請求項４に記載のファン組立体。
【請求項６】
　前記出口が、０．５から５ｍｍの範囲の幅を有する、請求項４又は請求項５に記載のフ
ァン組立体。
【請求項７】
　前記口部が、前記開口の周りに離間された複数の前記出口を含む、請求項４乃至６のい
ずれか１項に記載のファン組立体。
【請求項８】
　前記出口の各々が実質的に垂直方向に配向される、請求項７に記載のファン組立体。
【請求項９】
　前記出口が実質的に同じサイズのものである、請求項８に記載のファン組立体。
【請求項１０】
　前記内部通路が、５００から２５００ｍｍの範囲の距離を前記開口の付近に延びる、請
求項１乃至９のいずれか１項に記載のファン組立体。
【請求項１１】
　前記ノズルが、前記口部に隣接して配置された表面を含み、前記口部が前記空気流をそ
の上に配向するように配置される、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のファン組立
体。
【請求項１２】
　前記表面がコアンダ面である、請求項１１に記載のファン組立体。
【請求項１３】
　前記ノズルが、前記コアンダ面の下流側に配置されるディフューザを含む、請求項１１
又は請求項１２に記載のファン組立体。
【請求項１４】
　前記ベースの空気入口が、孔の列を備えたグリルを含む、請求項１乃至１３のいずれか
１項に記載のファン組立体。
【請求項１５】
　前記ベースの空気出口が、実質的に垂直方向の前記空気流を前記ノズル内に搬送するよ
うに配置される、請求項１乃至１４のいずれか１項に記載のファン組立体。
【請求項１６】
　前記ベースが、１００から３００ｍｍの範囲の高さを有する、請求項１乃至１５のいず
れか１項に記載のファン組立体。
【請求項１７】
　前記ベースが実質的に円筒形である、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載のファン
組立体。
【請求項１８】
　前記モータがＤＣブラシレスモータである、請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の
ファン組立体。
【請求項１９】
　前記ファン組立体が、６００から１５００ｍｍの範囲の高さを有する、請求項１乃至１
８のいずれか１項に記載のファン組立体。
【請求項２０】
　携帯型タワーファンの形態である、請求項１乃至１９のいずれか１項に記載のファン組
立体。
【発明の詳細な説明】



(3) JP 5244146 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファン組立体に関する。好ましい実施形態では、本発明は、例えば、部屋、
オフィス又は他の家庭環境において空気の流れを生成するためのタワーファンのような家
庭用ファンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の家庭用ファンは、典型的には、軸線の周りで回転するように取り付けられた羽根
又はベーンのセットと、羽根のセットを回転させて空気流を発生させるための駆動装置と
を含む。空気流の移動及び循環により「風冷」又は微風が生じ、その結果、ユーザは、対
流及び蒸発によって熱が放散されると冷却効果を受ける。
【０００３】
　このようなファンは、様々なサイズ及び形状で利用可能である。例えば、天井ファンは
、少なくとも１ｍの直径にすることができ、通常は、天井から吊り下げた状態で取り付け
られて空気の下降側の流れを提供して、部屋を冷却するようにする。他方、卓上ファンは
、約３０ｃｍの直径であることが多く、通常は自立型及び携帯型である。床置型タワーフ
ァンは、一般に、高さ約１ｍの細長い垂直に延びるケーシングを含み、通常、３００から
５００Ｌ／ｓの範囲の空気流量を発生させるために回転羽根の１つ又はそれ以上のセット
を収容する。首振り機構を利用してタワーファンからの出口を回転させることができ、空
気流が部屋の広い区域にわたって掃引されるようにする。
【０００４】
　このタイプの装置の欠点は、ファンの回転羽根によって生成された空気流が、全体的に
均一ではない点である。これは、ファンの羽根面及び外向き面にわたる変動に起因する。
これらの変動の範囲は、製品毎に異なり、更に個々のファン機械毎に異なる可能性がある
。これらの変動は、一連の空気の脈動として感じる場合があり、ユーザにとって心地よい
ものではない可能性がある、一様でない又は「ムラのある」空気流の発生を生じる結果と
なる。
【０００５】
　家庭環境では、電気器具は、空間的制限のため可能な限り小さく小型であることが望ま
しい。電気器具の部品が外向きに突出すること、又はユーザが羽根などの何らかの可動部
品に触れることは望ましくない。多くのファンは、ファンの可動部品からの損傷を防ぐた
めに、羽根の周囲にケージ又はシュラウドのような安全機構を有する傾向があるが、この
ようなケージ部品は清掃が困難な場合がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Ｒｅｂａ著、Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ａｍｅｒｉｃａｎ、第２１４巻、
１９９６年６月、ｐ８４－９２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、従来技術の欠点を排除する改良されたファン組立体を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の態様では、本発明は、空気の流れを生成するためのファン組立体を提供し、ファ
ン組立体は、空気入口及び空気出口を有し、且つインペラと、空気入口から空気出口を通
る空気流を生成するためにインペラを回転させるためのモータと、を収容するベースと、
ベースから空気流を受け入れるための内部通路及び空気流を放出するための口部を含む、
垂直に配向される細長い環状ノズルとを備え、ノズルは、口部から放出される空気流によ
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ってファン組立体の外部からの空気が引き込まれる開口を形成する。
【０００９】
　このファン組立体によって、羽根付きファンを用いることなく空気の流れを発生させ、
冷却効果をもたらすことができる。ファン組立体によって生成される空気の流れは、弱い
乱流を有し、且つ他の従来技術の装置によって提供されるものに比べてより線形の空気流
分布を有する空気流であるという利点を有する。これは、空気流を受け入れるユーザの快
適性を向上させることができる。
【００１０】
　ファン組立体及び特に好ましい実施形態のファンに関する以下の説明では、用語「羽根
無し」は、可動羽根を用いることなく空気流がファン組立体から前方に放出又は噴射され
るファン組立体を説明するのに用いられる。この定義により、羽根無しファン組立体は、
空気流がユーザに向けて又は部屋中に配向される可動羽根の無い出力区域又は放出ゾーン
を有すると考えることができる。羽根無しファン組立体の出力区域は、ポンプ、発電機、
モータ、或いは、空気流を発生させるモータロータ及び／又は羽根付きインペラのような
回転装置を含むことができる他の流体移送装置など、種々の異なる供給源の１つによって
発生される一次空気流を供給することができる。発生した一次空気流は、ファン組立体の
外側の部屋空間又は他の環境から内部通路を介してノズルを通過し、次いで、ノズルの口
部を通り部屋空間に出ることができる。
【００１１】
　従って、羽根無しとしてのファン組立体の説明は、電源及び二次的なファン機能に必要
なモータなどの構成部品の説明にまで及ぶものではない。二次ファン機能の例としては、
ファン組立体の照明、調節及び首振りを含むことができる。
【００１２】
　空気が口部から放出される方向は、好ましくは、空気流が内部通路の少なくとも一部を
通って流れる方向に対して実質的に直角である。好ましい実施形態では、空気流は、内部
通路の少なくとも一部を通って実質的に垂直方向に流れ、空気は、口部から実質的に水平
方向に放出される。内部通路は、好ましくは、ノズルの前部に向けて配置され、口部は、
好ましくは、ノズルの後方に向けて配置され、且つ空気出口の前部に向けて開口を通して
空気を配向するように配置される。その結果、好ましい実施形態では、口部は、空気流の
各部分が内部通路から口部の出口を通過するときにその流れ方向を実質的に反転するよう
に成形される。口部は、好ましくは、実質的にＵ字形の断面であり、その出口に向かって
狭くなるのが好ましい。
【００１３】
　ノズルの形状は、羽根付きファンのための空間を含む要件によっては制約されない。好
ましくは、内部通路は開口を囲む。例えば、内部通路は、５０から２５０ｃｍの範囲の距
離を開口の付近に延びることができる。好ましい実施形態では、ノズルは、好ましくは、
５００から１０００ｍｍの範囲の高さ、及び１００から３００ｍｍの範囲の幅を有する細
長い環状ノズルである。ノズルは、好ましくは、一方の端部で空気流を受け入れて、該空
気流を２つの気流に分割するように成形され、好ましくは、各気流は、開口のそれぞれの
細長い側面に沿って流れる。
【００１４】
　ノズルは、好ましくは、内部通路、口部及び開口を形成する環状内側ケーシングセクシ
ョン及び環状外側ケーシングセクションを含む。各ケーシングセクションは、複数の構成
部品を含むことができるが、好ましい実施形態では、これらのセクションの各々は単一の
環状構成部品から形成される。外側ケーシングセクションは、好ましくは、部分的に内側
ケーシングセクションと重なり合い、ノズルの内側ケーシングセクションの外面と外側ケ
ーシングセクションの内面との重なり部分間に口部の少なくとも１つの出口を形成するよ
うに成形される。各出口は、好ましくはスロットの形態であり、０．５から５ｍｍの範囲
の幅を有するのが好ましい。好ましい実施形態では、口部は、開口の周りに離間された複
数のこのような出口を含む。例えば、１つ又はそれよりも多いシール部材が口部内に配置
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されて、離間して配置された複数の出口を形成することができる。好ましくは、出口は実
質的に同じサイズのものである。ノズルが環状の細長いノズルの形態である好ましい実施
形態では、各出口は、好ましくはノズルの内周のそれぞれの細長側面に沿って配置される
。
【００１５】
　ノズルは、ノズルの内側ケーシングセクション及び外側ケーシングセクションの重なり
部分を強制的に引き離すようにするための複数のスペーサを含むことができる。これによ
り、実質的に均一な出口幅が開口の周りで得られるようにすることができる。出口幅の均
一性は、ノズルからの空気の比較的滑らかで実質的に均等な出力をもたらす。
【００１６】
　ノズルは、口部に隣接して配置された表面、好ましくはコアンダ面を含むことができ、
口部が配置されて、そこから放出される空気流をコアンダ面上に配向する。好ましい実施
形態では、ノズルの内側ケーシングセクションの外面は、コアンダ面を形成するように成
形される。コアンダ面は、表面に近い出力オリフィスから出る流体流がコアンダ効果を示
す公知のタイプの表面である。流体は、表面全体に近接し、ほぼ「密着して」又は「張り
付いて」流れる傾向がある。コアンダ効果は、一次空気流がコアンダ面上に配向される同
伴に関しての既に証明され且つ十分に立証された方法である。コアンダ面の特徴及びコア
ンダ面上の流体流の効果に関する説明は、Ｒｅｂａ著、Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ａｍｅｒ
ｉｃａｎ、第２１４巻、１９９６年６月、ｐ８４－９２のような記事で見ることができる
。コアンダ面を使用することにより、ファン組立体の外部からの大量の空気が、口部から
放出される空気によって開口を通って引き込まれる。
【００１７】
　好ましい実施形態では、空気流は、ファン組立体のノズルを通って生成される。以下の
説明では、この空気流を一次空気流と呼ぶ。一次空気流は、ノズルの口部から放出され、
好ましくはコアンダ面上を通過する。一次空気流は、ノズルの口部を囲む空気を同伴し、
これは、一次空気流及び同伴空気の両方をユーザに供給する空気増量器としての役割を果
たす。同伴空気は、本明細書では二次空気流と呼ぶ。二次空気流は、ノズルの口部を囲む
部屋空間、領域又は外部環境から、更に変位によってファン組立体の周囲の他の領域から
引き込まれ、大部分はノズルによって形成される開口を通って流れる。コアンダ面上に配
向された一次空気流と同伴二次空気流と組み合わせたものが、ノズルによって形成される
開口から前方に放出又は噴射される総空気流に等しい。総空気流は、ファン組立体が冷却
に好適な空気の流れを生成するのに十分である。好ましくは、ノズルの口部を囲む空気の
同伴は、滑らかな全体の出力を維持しながら、一次空気流が少なくとも５倍、より好まし
くは少なくとも１０倍に増幅されるようなものである。好ましくは、ノズルは、コアンダ
面の下流側に位置付けられるディフューザを含む。ディフューザは、滑らかで均等な出力
を維持しながら放出された空気流をユーザの場所に向けて配向し、ユーザが「ムラのある
」流れを感じることなく好適な冷却効果を発生させる。
【００１８】
　好ましくは、ノズルは、内部通路内に位置付けられ且つ各々が空気流の一部分を口部に
向けて配向するための複数の固定ガイドベーンを含む。このようなガイドベーンの使用は
、口部を通る空気流の実質的に均一な分布を生成するのを助けることができる。
【００１９】
　モータは、好ましくはＤＣブラシレスモータを含む。これにより、従来のブラシ付きモ
ータで用いるブラシによる摩擦損失及びカーボン屑を回避することが可能になる。カーボ
ン屑及び排出物質の減少は、病院又はアレルギーを起こす人の周囲など、クリーンな又は
汚染物質に敏感な環境において有利である。羽根付きファンにおいて一般に用いられる誘
導モータもブラシレスであるが、ＤＣブラシレスモータは、誘導モータよりも遙かに広範
囲の作動速度をもたらすことができる。インペラは、好ましくは混成流インペラである。
【００２０】
　ベースの空気入口は、孔の列を有するグリルを含むことができる。ベースの出口は、好
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ましくは、実質的に垂直方向の空気流をノズル内に搬送するように配置される。ベースは
、好ましくは円筒形状であり、好ましくは、１００から３００ｍｍの範囲の高さを有する
。ファン組立体は、好ましくは、６００から１５００ｍｍの範囲の高さを有する。
【００２１】
　ファン組立体は、デスク、テーブル又は床置型、或いは壁又は天井取り付け可能とする
ことができる。例えば、ファン組立体は、例えば、部屋、オフィス又は他の家庭環境にお
いて、空気を循環させる空気の流れを生成するための携帯型の床置タワーファンとするこ
とができる。
【００２２】
　第２の態様では、本発明は、空気入口及び空気出口を有し、且つインペラと、空気入口
から空気出口を通過する空気流を生成するためにインペラを回転させるためのモータと、
を収容するベースと、ベースから空気流を受け入れるための内部通路及び空気流を放出す
るための口部を含む垂直に配向された細長い環状ケーシングと、を備えた携帯型タワーフ
ァンを提供し、ケーシングは、口部から放出される空気流によってファン組立体の外部か
らの空気が引き込まれる開口を形成する。
【００２３】
　第３の態様では、本発明は、インペラハウジング内に位置付けられるインペラと、実質
的に垂直方向にインペラハウジングから排出される空気流を生成するためにインペラを回
転させるモータと、空気流を受け入れるための内部通路及び空気流を放出するように成形
された口部を含む垂直に配向された細長いケーシングと、を備えた携帯型タワーファンを
提供する。好ましくは、空気流は、実質的に水平方向に口部から放出される。ケーシング
は、好ましくは、口部から放出される空気流によってファンの外側からの空気が引き込ま
れる開口を含む。内部通路は、好ましくは、空気流を２つの気流に分割して、各気流を開
口のそれぞれの側面に沿って配向するように成形される。ケーシングは、好ましくは環状
であり、内部通路及び口部を共に形成する環状内側ケーシングセクション及び環状外側ケ
ーシングセクションを含むことができる。インペラハウジングは、好ましくは、ファンの
ベース内に位置付けられ、ベースは、空気がインペラの回転によってベースに引き込まれ
る空気入口を含む。
【００２４】
　第４の態様では、本発明は、空気の流れを生成するためのファン組立体を提供し、該フ
ァン組立体は、空気入口及び空気出口を有し、且つインペラ及び空気入口から空気出口を
通過する空気流を生成するためインペラを回転させるモータを収容するベースと、ベース
から空気流を受け入れるための内部通路及び空気流を放出するための口部を含むノズルと
を備え、ノズルは、口部から放出される空気流によってファン組立体の外部からの空気が
引き込まれる開口を形成し、ノズルは、ファン組立体の高さの少なくとも６０％、好まし
くは少なくとも７０％の高さを有する。ノズルは、好ましくは、垂直方向に配向される細
長い環状ノズルである。ベースは、好ましくは１００から３００ｍｍの範囲の高さを有し
、ノズルは、好ましくは５００から１０００ｍｍの範囲の高さを有する。
【００２５】
　本発明の第１の態様の特徴は、本発明の第２から第４の態様の何れにも等しく適用可能
であり、逆もまた同様である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】タワーファンの正面図である。
【図２】図１のファンの斜視図である。
【図３】図１のファンのベースの断面図である。
【図４】図１のファンのノズルの分解図である。
【図５】図４に示す区域Ａの拡大図である。
【図６】図４のノズルの正面図である。
【図７】図６の線Ｅ－Ｅに沿ったノズルの断面図である。
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【図８】図６の線Ｄ－Ｄに沿ったノズルの断面図である。
【図９】図８に示すノズルの断面の拡大図である。
【図１０】図６の線Ｃ－Ｃに沿ったノズルの断面図である。
【図１１】図１０に示すノズルの断面の拡大図である。
【図１２】図６の線Ｂ－Ｂに沿ったノズルの断面図である。
【図１３】図１２に示すノズルの断面の拡大図である。
【図１４】図１のファンのノズルの一部を通る空気流を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　次に、例示として、添付図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。
【００２８】
　図１及び２は、羽根無しファン組立体の１つの実施形態を示す。この実施形態では、羽
根無しファン組立体は、ベース１２と、ベース１２上に取り付けられて支持されるノズル
１４の形の空気出口とを含む、家庭用携帯型タワーファン１０の形態である。ベース１２
は、ディスク状ベースプレート１８上に任意選択的に取り付けられた実質的に円筒形の外
側ケーシング１６を含む。外側ケーシング１６は、外側ケーシング１６内に形成された孔
の形態で複数の空気入口２０を含み、これを通って一次空気流が外部環境からベース１２
に引き込まれる。ベース１２は更に、ファン１０の動作を制御するためにユーザ操作可能
なボタン２１及びユーザ操作可能なダイヤル２２を含む。この実施形態では、ベース１２
は、１００から３００ｍｍの範囲の高さを有し、外側ケーシング１６は、１００から２０
０ｍｍの範囲の直径を有する。
【００２９】
　ノズル１４は、細長い環状形状を有し、細長い中心開口２４を形成する。ノズル１４は
、５００から１２００ｍｍの範囲の高さと、１５０から４００ｍｍの範囲の幅とを有する
。この実施例では、ノズルの高さは約７５０ｍｍであり、ノズルの幅は約１９０ｍｍであ
る。ノズル１４は、開口２４を通してファン１０から空気を放出するためにファン１０の
後方に向けて配置された口部２６を含む。口部２６は、少なくとも部分的に開口２４のま
わりに延びる。ノズル１４の内周は、口部２６に隣接して配置され且つその上で口部２６
がファン１０から放出される空気を配向する、コアンダ面２８と、コアンダ面２８の下流
側に配置されるディフューザ表面３０と、ディフューザ表面３０の下流側に配置されるガ
イド表面３２とを含む。ディフューザ表面３０は、ファン１０から放出される空気流を助
けるように、開口２４の中心軸線Ｘから離れて先細に構成される。ディフューザ表面３０
と開口２４の中心軸線Ｘとの間に定められる角度は、５から１５°の範囲内であり、この
実施形態では約７°である。ガイド表面３２は、ディフューザ表面３０に対してある角度
で配置されて、ファン１０からの冷却空気流の効率的な送給を更に助ける。図示の実施形
態では、ガイド表面３２は、開口２４の中心軸線Ｘに対して実質的に平行に配置されて、
口部２６から放出される空気流に対して実質的に平坦で且つ実質的に滑らかな面を提示す
る。視覚的に魅力的な先細面３４は、ガイド表面３２から下流側に配置され、開口２４の
中心軸線Ｘに対して実質的に垂直に位置する先端面３６で終端する。先細面３４と開口２
４の中心軸線Ｘとの間に定められる角度は、好ましくは約４５°である。開口２４の中心
軸線Ｘに沿って延びる方向のノズル２４の全体の深さは、１００から１５０ｍｍの範囲で
あり、この実施例では約１１０ｍｍである。
【００３０】
　図３は、ファン１０のベース１２の断面図を示す。ベース１２の外側ケーシング１６は
、下側ケーシングセクション４０及び下側ケーシングセクション４０上に取り付けられた
主ケーシングセクション４２を含む。下側ケーシングセクション４０は、図１及び２に示
すユーザ操作可能ボタン２１の押下及び／又はユーザ操作可能ダイヤル２２の操作に応答
してファン１０の動作を制御するために、全体を符号４４で示したコントローラを収容す
る。下側ケーシングセクション４０は、任意選択的に、遠隔の制御器（図示せず）から制
御信号を受け取るため、及びこれらの制御信号をコントローラ４４に伝達するためのセン
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サ４６を含むことができる。これらの制御信号は、好ましくは赤外線信号である。センサ
４６は、制御信号が、ベース１２の外側ケーシング１６の下側ケーシングセクション４０
に入るウィンドウ４７の後方に配置される。発光ダイオード（図示せず）は、ファン１０
が待機モード状態にあるかどうかを示すために設けることができる。下側ケーシングセク
ション４０はまた、下側ケーシングセクション４０に対して主ケーシングセクション４２
を首振り動作させるために、全体を符号４８で示した機構を収容する。下側ケーシングセ
クション４０に対する主ケーシングセクション４２の各首振りサイクルの範囲は、好まし
くは、６０°から１２０°であり、この実施形態では約９０°である。この実施形態では
、首振り機構４８は、１分間当たりに約３から５の首振りサイクルを実施するよう構成さ
れる。主電源ケーブル５０は、電力をファン１０に供給するために下側ケーシングセクシ
ョン４０に形成された孔を貫通して延びる。
【００３１】
　主ケーシングセクション４２は、ベース１２の外側ケーシング１６の空気入口２０を設
けるために孔６２の列が形成された円筒形グリル６０を含む。主ケーシングセクション４
２は、孔６２を通って一次空気流をベース１２に引き込むためのインペラ６４を収容する
。好ましくは、インペラ６４は、混成流インペラの形態である。インペラ６４は、モータ
６８から外向きに延びる回転シャフト６６に接続される。この実施形態では、モータ６８
は、ダイヤル２２のユーザ操作及び／又は遠隔コントローラから受け取る信号に応答して
、コントローラ４４により可変にされる速度を有するＤＣブラシレスモータである。モー
タ６８の最高速度は、好ましくは、５，０００から１０，０００ｒｐｍの範囲内である。
モータ６８は、下側部分７２に接続された上側部分７０を含むモータバケット内に収容さ
れる。モータバケットの上側部分７０は、らせん状羽根を有する固定ディスクの形態のデ
ィフューザ７４を含む。モータバケットは、主ケーシングセクション４２に接続されたほ
ぼ裁頭円錐インペラハウジング７６内に配置され、この上に取り付けられる。インペラ６
４及びインペラハウジング７６は、インペラ６４が、インペラハウジング７６の内面に近
接するが接触しないように成形される。実質的に環状の入口部材７８は、一次空気流をイ
ンペラハウジング７６に導くためにインペラハウジング７６の底部に接続される。インペ
ラハウジング７６は、一次空気流が、インペラハウジング７６から実質的に垂直方向に排
出されるような向きにされる。
【００３２】
　輪郭上側ケーシングセクション８０は、例えば、スナップ嵌め接続によってベース１２
の主ケーシングセクション４２の開放上端に接続される。Ｏリングシール部材を用いて、
ベース１２の主ケーシングセクション４２と上側ケーシングセクション８０との間に気密
シールを形成することができる。上側ケーシングセクション８０は、主ケーシングセクシ
ョン４２から一次空気流を受け入れるためのチャンバ８６と、ベース１２からそこを通っ
て一次空気流がノズル１４に移動する孔８８とを含む。
【００３３】
　好ましくは、ベース１２は更に、ベース１２からの騒音放射を低減するための消音発泡
体を含む。この実施形態では、ベース１２の主ケーシングセクション４２は、グリル６０
の下に位置付けられる第１のほぼ円筒形の発泡部材８９ａと、インペラハウジング７６と
入口部材７８との間に位置付けられる第２の実質的に環状の発泡部材８９ｂとを含む。
【００３４】
　ここで、ファン１０のノズル１４を図４から図１３を参照して説明する。ノズル１４は
、細長い環状内側ケーシングセクション９２に接続されてこの付近から延びる細長い環状
外側ケーシングセクション９０を含むケーシングを備える。内側ケーシングセクション９
２は、ノズル１４の中心開口２４を形成し、コアンダ面２８、ディフューザ表面３０、ガ
イド表面３２及び先細面３４を形成するように成形された外周面９３を有する。
【００３５】
　外側ケーシングセクション９０及び内側ケーシングセクション９２は共に、ノズル１４
の環状内部通路９４を形成する。内部通路９４は、ファン１０の前部に向かって位置付け
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られる。内部通路９４は、開口２４の付近に延びて、従って、中心開口２４のそれぞれの
細長側面に各々隣接する２つの実質的に垂直に延びるセクション、すなわち、垂直に延び
るセクションの上端を接合する上側湾曲部と、垂直に延びるセクションの下端を接合する
下側湾曲部とを含む。内部通路９４は、外側ケーシングセクション９０の内周面９６及び
内側ケーシングセクション９２の内周面９８によって境界付けられる。外側ケーシングセ
クション９０は、例えば、スナップ嵌め接続によってベース１２の上側ケーシングセクシ
ョン８０に及びこの上に接続されるベース１００を含む。外側ケーシングセクション９０
のベース１００は、ベース１２の上側ケーシングセクション８０の孔８８と整列された孔
１０２を含み、これを通って一次空気流がファン１０のベース１２からノズル１４の内部
通路９４の下側湾曲部に流入する。

【００３６】
　特に図８及び９を参照すると、ノズル１４の口部２６は、ファン１０の後方に向けて位
置付けられる。口部２６は、外側ケーシングセクション９０の内周面９６及び内側ケーシ
ングセクション９２の外周面９３それぞれの重なり又は対向部分１０４、１０６によって
形成される。この実施形態では、口部２６は、各々がノズル１４の中心開口２４のそれぞ
れの細長い側面に沿って延び、且つノズル１４の内部通路９４のそれぞれの垂直に延びる
セクションと流体連通した２つのセクションを含む。口部２６の各セクションを通る空気
流は、ノズル１４の内部通路９４のそれぞれの垂直に延びる部分を通る空気流に対して実
質的に垂直である。口部２６の各セクションは、実質的にＵ字形の断面であり、結果とし
て、空気流の方向は、該空気流が口部２６を通って流れるときに実質的に反転される。こ
の実施形態では、外側ケーシングセクション９０の内周面９６及び内側ケーシングセクシ
ョン９２の外周面９３の重なり部分１０４、１０６は、口部２６の各セクションが、出口
１１０にいくほど狭くなる先細部分１０８を含むように成形される。各出口１１０は、実
質的に垂直に延びるスロットの形態であり、好ましくは、０．５から５ｍｍの範囲の比較
的一定の幅を有する。この実施形態では、各出口１１０は、約１．１ｍｍの幅を有する。
【００３７】
　従って、口部２６は、中心開口２４のそれぞれの側面上に各々配置された２つの出口１
１０を含むと考えることができる。図４に戻ると、ノズル１４は更に、ノズル１４の内部
通路９４の湾曲セクションから実質的に空気の漏出がないように、外側ケーシングセクシ
ョン９０と内側ケーシングセクション９２との間にシールを各々形成するための２つの湾
曲シール部材１１２、１１４を含む。
【００３８】
　一次空気流を口部２６内に配向するために、ノズル１４は、内部通路９４内に配置され
、且つ各々が空気流の一部分を口部２６に配向するための複数の固定ガイドベーン１２０
を含む。ガイドベーン１２０は、図４、５、７、１０及び１１に示される。ガイドベーン
１２０は、好ましくは、ノズル１４の内側ケーシングセクション９２の内周面９８と一体
化される。ガイドベーン１２０は、空気流が口部２６内に配向されたときに該空気流の速
度の損失があまりないように湾曲される。この実施形態では、ノズル１４は、２つのセッ
トのガイドベーン１２０を含み、該ガイドベーン１２０の各セットは、内部通路９４のそ
れぞれの垂直に延びる部分に沿って流れる空気を口部２６の関連セクションに配向する。
各セット内では、ガイドベーン１２０は、ガイドベーン１２０間に複数の通路１２２を形
成するように実質的に垂直に整列され且つ均等に離間して配置され、これらを通って空気
が口部２６内に配向される。ガイドベーン１２０の均等な間隔は、口部２６のセクション
の長さに沿って気流の実質的に均等な分布を可能にする。
【００３９】
　図１１を参照すると、ガイドベーン１２０は、好ましくは、各ガイドベーン１２０の一
部分１２４が、外側ケーシングセクション９０の内周面９６及び内側ケーシングセクショ
ン９２の外周面９３の重なり部分１０４、１０６を強制的に引き離すように、ノズル２４
の外側ケーシングセクション９０の内周面９６と係合するよう成形される。これは、口部
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２６の各セクションの長さに沿って実質的に一定のレベルで各出口１１０の幅を維持する
のを助けることができる。図７、１２及び１３を参照すると、この実施形態では、同様に
外側ケーシングセクション９０の内周面９６及び内側ケーシングセクション９２の外周面
９３の重なり部分１０４、１０６を強制的に引き離すようにするために、付加的なスペー
サ１２６が口部２６の各セクションの長さに沿って設けられ、所望のレベルで出口１１０
の幅を維持するようにする。各スペーサ１２６は、２つの隣接するガイドベーン１２０間
の実質的に中間に位置付けられる。製造を容易にするために、スペーサ１２６は、好まし
くは、ノズル１４の内側ケーシングセクション９２の外周面９８と一体化される。付加的
なスペーサ１２６は、必要に応じて隣接するガイドベーン１２０間に設けてもよい。
【００４０】
　使用時には、ユーザがファン１０のベース１２上のボタン２１の適切な１つを押下する
と、コントローラ４４は、モータ６８を作動してインペラ６４を回転させ、空気入口２０
を通るファン１０のベース１２に一次空気流を引き込ませるようにする。一次空気流は、
１秒間当たり最大３０リットル、より好ましくは、１秒間当たり最大５０リットルとする
ことができる。一次空気流は、ベース１２のインペラハウジング７６及び上側ケーシング
セクション８０を通過し、ノズル１４の外側ケーシングセクション９０のベース１００に
流入し、ここから一次空気流がノズル１４の内部通路９４に入る。
【００４１】
　同様に図１４を参照すると、符号１４８で示した一次空気流は、２つの気流に分割され
、そのうちの１つが図１４に符号１５０で示され、ノズル１４の中心開口２４の周りで反
対方向に流れる。各気流１５０は、ノズル１４の内部通路９４の２つの垂直に延びるセク
ションのそれぞれ１つに流入し、内部通路９４のこれらのセクションの各々を通って実質
的に垂直方向上方に搬送される。内部通路９４のこれらのセクションの各々内に配置され
るガイドベーン１２０のセットは、気流１５０を内部通路９４のその垂直に延びるセクシ
ョンに隣接して配置される口部２６のセクションに配向する。ガイドベーン１２０の各々
は、口部２６のセクションの長さに沿って気流１５０の実質的に均一な分布があるように
、気流１５０のそれぞれの部分１５２を口部２６のセクションに配向する。ガイドベーン
１２０は、気流１５０の各部分１５２が実質的に水平方向で口部２６に流入するように成
形される。口部２６の各セクション内では、気流の一部の流れ方向は、図１４に符号１５
４で示すように実質的に反転される。気流の一部は、口部２６のセクションがその出口１
１０の方向に向かって先細になるにつれて妨げられ、スペーサ１２６の周囲に運ばれて、
同様に実質的に水平方向で出口１１０を通って放出される。
【００４２】
　口部２６から放出される一次空気流は、ノズル１４のコアンダ面２８上に配向され、二
次空気流が、外部環境から、特に口部２６の出口１１０周囲の領域からとノズル１４の後
部の周囲から空気を同伴することによって生成されるようにする。この二次空気流は、大
部分はノズル１４の中心開口２４を通って流れ、ここで、一次空気流と組み合わされて、
ノズル１４から前方に噴出される総空気流１５６又は空気の流れを生成する。
【００４３】
　ノズル１４の口部２６に沿った一次空気流の均等分布は、ディフューザ表面３０の上を
均等に通過することを保証する。ディフューザ表面３０は、膨張制御の領域を通る空気流
を移動させることによって空気流の平均速度を低下させる。開口２４の中心軸線Ｘに対す
るディフューザ表面３０の比較的浅い角度は、空気流の膨張を漸次的に発生させる。過酷
な又は急激な発散は、場合によっては空気流を崩壊させるようになり、膨張領域内に渦流
が発生する。このような渦流は、空気流における乱流及び関連騒音の増加につながる可能
性があり、これは、特にファンのような家庭用製品においては望ましくない場合がある。
ガイドベーン１２０が存在しない場合、一次空気流の大半は、口部２６の上側部分を通っ
てファン１０から離れ、開口２４の中心軸と鋭角をなして口部２６から上方に出る傾向と
なる。結果として、ファン１０によって発生した空気の流れ内には一様でない空気の分布
があることになる。更に、ファン１０からの空気流の大半は、ディフューザ表面３０によ
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【００４４】
　ディフューザ表面３０を越えて前方に噴射された空気流は、継続して発散する傾向にな
ることがある。開口３０の中心軸線Ｘに対して実質的に平行に延びたガイド表面３２の存
在は、空気流をユーザの方向又は部屋内に集束させる傾向がある。
【００４５】
　モータ６８の速度に応じて、ファン１０から前方に噴射される空気の流れの質量流量は
、１秒間当たり最大５００リットル、好ましい実施形態では１秒間当たり最大７００リッ
トルとすることができ、空気の流れの最大速度は、３から４ｍ／ｓの範囲にすることがで
きる。
【００４６】
　本発明は、上述の詳細な説明に限定されるものではない。当業者には変形形態が明らか
であろう。
【００４７】
　例えば、ファンのベース及びノズルは、異なる形及び／又は形状のものとすることがで
きる。口部の出口は修正することができる。例えば、口部の出口は、空気流を最大にする
ような様々な間隔に拡大又は狭窄することができる。口部から放出される空気流は、コア
ンダ面のような表面上を通過することができるが、代替として、空気流は、口部を通って
放出され、隣接する面上を通過することなくファンから前方に噴射されてもよい。コアン
ダ効果は、多数の異なる表面にわたって作用することができ、或いは、多数の内部又は外
部設計を組み合わせて用いて、必要な流れ及び同伴を得ることができる。ディフューザ表
面は、様々なディフューザ長さ及び構造から構成することができる。ガイド表面は様々な
長さとすることができ、異なるファン要件及び異なるタイプのファン性能の必要に応じて
、多数の異なる位置及び向きに配置することができる。照明又は時計、或いはＬＣＤディ
スプレイのような追加の機能をノズルによって形成された中心開口内に設けることができ
る。
【符号の説明】
【００４８】
１０　ファン
１２　ベース
１４　ノズル
１６　外側ケーシング
１８　ディスク状ベースプレート
２０　空気入口
２１　ユーザ操作可能ボタン
２２　ユーザ操作可能ダイヤル
２４　開口
３０　ディフューザ表面
３４　先細面
３６　先端面
４０　下側ケーシングセクション
４２　主ケーシングセクション
４７　ウィンドウ
１００　ベース
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